
浄
土
教

に
於
け
る
超
越
と
内
在
の
論
理

岡

邦

俊

闇

序

凡
そ
宗
教
の
本
質
に
は
二
つ
の
類
型
が
あ
る
。

一
つ
に
は
、
内
在
が

超
越
化
す
る
も
の
で
あ
り
、

二
つ
に
は
超
越
が
内
在
化
す
る
も
の
で
あ

る
。
前
者
は
仏
教
が
こ
れ
を
代
表
し
、
後
者
は
キ
リ
ス
ト
教
が
こ
れ
を

代
表
す
る
と
云
え
よ
う
。
し
か
し
、
仏
教
の
中
に
キ
リ
ス
ト
教
と
同
じ

よ
う
に
、
超
越
が
内
在
化
す
る
も
の
の
如
く
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
所
謂
浄
土
教
系
の
仏
教
で
あ
り
、
特
に
浄
土
真
宗
に
於
て
そ
う

で
あ
る
。
従
つ
て
、
浄
土
真
宗
は

一
見
し
て
キ
リ
ス
ト
教
と
何
ら
異
る

と
こ
ろ
な
き
ほ
ど
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
く
検
討
し
て
み
れ

ば
、
キ
リ

ス
ト
教
と
浄
土
真
宗
の
間
に
は
根
本
的
な
相
異
点
を
見
出
す

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
超
越
が
内
在
化
す
る
点
は
全
く
両
者
は
同

一
で

あ
る
が
、
浄
土
真
宗
の
場
合
で
は
、
内
在
化
し
た
後
で
再
び
超
越
化
す

る
こ
と
で
あ
る
。

超
越
の

一
神
が
受
肉
し
て
キ
リ
ス
ト
と
な
り
、
十
字
架
上
に
受
難
し

て
犠
牲
と
な
り
、
贋
罪
に
よ
つ
て
人
間
の
救
済
が
成
立
す
る
。
超
越
の

内
在
化
で
あ
る
。

こ
」
に
注
目
す

べ
き
こ
と
は
、
た
と
い
超
越
が
内
在
化
し
て
も
、
人

間
は
所
詮
は
神
に
な
れ
な
い
と
云
う
こ
と
で
あ
る
0

こ
れ
に
対
比
し
て
、
仏
教
で
は
、
人
間
が
修
道
工
夫
し
、
戒
定
慧
の

三
学
を
聞
思
修
し
て
、
即
ち
、
自
己
啓
培

に
よ

つ
て
覚
証
し
、
解
脱

し
、
成
仏
す
る
0
内
在
の
超
越
化
で
あ
る
0
し
か
し
、
浄
土
真
宗
に
あ

つ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
同
じ
く
、
超
越
と
し
て
の
ア
ミ
ダ
仏
が
受
肉

し
て
法
蔵
菩
薩
と
な
り
、
願
行
具
ハ足
し
て
再
び
ア
ミ
ダ
仏
と
な
り
、
そ

の
功
徳
の
あ
り
た
け
を
名
号
に
施
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
人
間
を
救
う
の

で
あ
る
。
救
は
れ
た
人
間
は
、
次
の
段
階
で
は
、

こ
の
名
号
念
仏
の
功

徳
領
受
に
よ
つ
て
、
浄
土
に
住
生
し
て
浬
桀

の
覚
証
を
得
る

の
で
あ

る
。
超
越
が
内
在
と
な
り
、
更
に
内
在
化
さ
れ
た
人
間
は
今

一
度
超
越

と
な
る
。
こ
の
超
越
に
よ
つ
て
人
間
は
完
全
に
仏
と
な
る
の
で
あ
る
。

超
越
、
内
在
、
超
越
の
過
程
を
本
稿
は
究
明
す
る
。

二

超
越
が
内
在
と
な
る
仕
組
-
超
越
と
し
て
の
ア
ミ
ダ
仏

瀞
土
教
に
於
け
る
溜
越
と
内
在
の
論
理

(岡
)
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(
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「無
量
寿
如
来
に
帰
命
し
、
不
可
思
議
光
に
南
無
し
た
て
ま
つ
る
」
(行
巻
)

「
正
覚

の
阿
弥

陀
不
可
思
議
に
ま
し
ま
す

」
(証
巻
)

「仏
は
こ
れ
不
可
思
議
光
如
来
、土
は
ま
た
こ
れ
無
量
光
明
土
」(真
仏
土
巻
)

「
こ
の

一
如
宝
海
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し

て
、
法
蔵
菩
薩

と
な

の
り
た
ま

ひ
て
、
無
碍

の
ち
か

ひ
を

お
こ
し
た
ま

ふ
を
た
ね
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
と
な

り
た
ま
う
が
ゆ
え
に
、

報
身
如
来

と
も
う
す
な
り
。

こ
れ
を
尽
十
方
無
碍
光
仏
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
る
な
り
。
こ
の
如
来
を
南

無
不
可
思
議

光
仏
と
も
う
す
な
り
」
(
一
多
証
文
)

「
し
か
れ
ば
仏

に

つ
い
て
二
種

の
法
身
ま
し
ま
す
。

ひ
と
つ
に
は
法
性
法
身
と
も
う
す
0
ふ
た

つ
に
は
方
便
法
身
と
も
う
す
。

法
性
法
身
と
も
う
す
は
、

い
う
も
な
し
、

か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
、

し
か
れ

ば

こ
こ
ろ
も
お
よ
ば
ず
、

こ
と
ば
も
た
え
た
り
、

こ
の

一
如

よ
り
か
た
ち
を

あ
ら
わ

し
て
方
便
法
身
と
も
う
す

そ
の
御
す
が
た
に
法
蔵
比

丘
と
な

の
り
た

ま
い
て
、
不
可
思
議
の
四
十
八
の
大
誓
願
を
お
こ
し
あ
ら
わ
し
た
も
う
な

り
」
(唯
信
砂
文
意
)

以
上
は
主
と
し
て
、
浄
土
真
宗
の
崇
拝
対
象
で
あ
る
ア
ミ
ダ
仏
が
、
理

性
や
論
理
を
超
え
た
超
越
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
も
の
で

あ
る
。

こ
の
ア
ミ
ダ
仏
は
、
文
字
通
り
論
理
的
思
惟
と
し
て
の
思
議
を

は
る
か
超
越
し
た
存
在
で
あ
り
、
色
も
な
く
形
も
な
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
超
越

の
ア
ミ
ダ
仏
が
人
間
に
働
き
か
け
る
た
め
に
は
、
先

づ
第

一
段
階
と
し
て
は
、

ど
う
し
て
も
人
間
の
姿
形
を
し
た
、
人
格
と

し
て
の
法
蔵
比
丘
に
受
肉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
法

蔵
比
丘
は
概
念
的
に

一
応
は
人
間
の
姿
形
と
し
て
理
解
で
き
る
が
、
そ

れ
自
身
は
方
便
法
.
 
身
で
あ
る
か
ら
、

本
質
と
し
て
は
人
間
を
超
越
し
た

存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
蔵
菩
薩
が
人
間
救
済
の
た
め
に
建
立

し
た
と
云
は
れ
る
、
四
十
八
願
も
ま
た

「
不
可
思
議
の
四
十
八
の
大
誓

願
」
と
云
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。

ア
ミ
ダ
仏
が
超
越
で
あ
り
、
法
蔵
菩

薩
の
本
願
が
超
越
で
あ
る
こ
と
を
今
少
し
明
か
に
し
て
お
き
た
い
。

「
弥
陀
、

誓

い
を
超
発

し
」

(教
巻
)

「
弥
陀

の
本
願
、

特
に
超
殊

せ
り
」

(
行
巻
)

「選
択
摂
取
の
本
願
、
超
世
希
有
の
勝
行
」
(
行
巻
)

「
横
超

の
大
誓
願
」

(
行
巻
)

「希
有
の
大
弘
誓
を
超
発
し
」
(行
巻
)

「無
上
殊
勝
の
願
を
超
発
し
」
(信
巻
)

「
我

れ
超
世

の
願
を
建

て
」

(信
巻
)

「常
倫
を
超
出
し
」
(大
経
上
巻

・
行
巻
)

こ
の
よ
う
に
法
蔵
菩
薩
の
本
願
、
大
誓
願
、

大
弘
誓
は
す
べ
て
超
発
、

超
世
、

超
出
、
横
超
で
あ
り
超
越

の
理
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
超
越
、
不
可
思
議

の
四
十
八
願

の
中
の
第
十
八
願
に
お

い
て
完
成
さ
れ
た

「念
仏
」
「南
無
阿
弥
陀
仏
」
「
称
名
」
「
名
号
」
に

よ
つ
て
、
い
よ
い
よ
超
越
は
内
在
化
す
る
の
で
あ
る
。
念
仏
、
名
号
は

不
可
思
議
、
超
越
の
ア
ミ
ダ
仏
が
人
間
救
済
の
た
め
に
内
在
化
す
る
た

め
の
具
ハ体
的
、
人
間
化
の
姿
形
で
あ

つ
た
。
念
仏
、

名
号
は
人
間
に
直

接
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
名
号
、
称
名
、
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念
仏
が
完
全
に
人
間
の
も
の
に
な
る
方
途
こ
そ
信
心
で
あ
り
、
安
心
と

云
は
れ
る
も
の
で
あ
る
0
こ
の
信
心
、
安
心
、
否
、
称
名
、
念
仏
が
完

全
に
人
間
の
も
の
と
な
る
仕
組
こ
そ
、
浄
土
真
宗
に
於
け
る
特
異
の
教

学
で
あ

る
、
「
他
力
廻
向
」
の
論
理
な
の
で
あ
る
。

「他
力
と
言
う
は
如
来
の
本
願
力
な
り
」
(行
巻
)

「真
宗
の
教
行
証
を
案
ず
れ
ば
、
如
来
大
悲
廻
向
の
利
益
な
り
。
故
に
若
は

因
、
若
は
果
、

一
事
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
、
清
浄
願
心
の
廻
向
成
就
す
る
と

こ
ろ
に
非
ら
ざ
る
こ
と
有
る
な
し
」
(証
巻
)

「
こ
こ
を
以
て
、
如
来
、

一
切
苦
悩
の
衆
生
を
悲
関
し
て
、
不
可
思
議
兆
載

永
劫
に
於
て
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
い
し
と
き
、
三
業
の
所
修
、

一
念

一

刹
那
も
清
浄
な
ら
ざ
る
こ
と
な
く
、
真
実
な
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
如
来
清
浄

の
真
心
を
以
て
、
円
融
無
碍
、
不
可
思
議
、
不
可
称
、
不
可
説
の
至
徳
を
成

就
し
た
ま
え
り
。
如
来
の
至
心
を
以
て
、
一
切
煩
悩
、
悪
業
、
邪
智
の
群
生

海
に
廻
施
し
た
ま
え
り
」
(信
巻
)

こ
こ
に
云
う

「至
徳
」
と
は
名
号
、
念
仏
、
称
名
の
至
徳
で
あ
り
、
こ

の
全
徳
を
名
号
に
施
し
て
、
人
間
に
与

へ
る
も
の
で
あ
る
0

一
般
仏
教

に
お
け
る
が
如
く
に
、
人
間
よ
り
仏

へ
の
廻
向

で
は
な
く
、
全

く
逆

に
、
仏

よ
り
人
間

へ
の
廻
向
な
の
で
あ
る
。
こ
の
全
徳
施
名

の
称
名
、

念
仏
を
人
間
が
受
領
し
た
心
理
を
信
心
と
云
い
、
安
心
と
云
う
の
で
あ

る
が
、

宗
学
に
よ
れ
ば
こ
の
信
心
、
安
心
さ

へ
も
阿
弥
陀
仏
か
ら
の
恵

み
、
い
た
だ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
名
号
受
領
の
信
心
、
安
心

に
よ
つ
て
人
間
は
救
済
を
確
認
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
確
認
の
状
態

は

「
正
定
聚
」
「住
不
退
転
」
「
即
得
往
生
」
と
云
は
れ
て
い
る
。
正
定

聚
と
は
字
義
の
如
く
、

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
死
に
方
を
し
て
も
正

し
く
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
の
定
ま
つ
た
聚

(
な
か
ま
)
に
入

つ
た

こ

と
で
あ
る
。
人
間
は
生
き
て
い
る
間
に
、
現
世

で
ど
う
し
て
も
こ
の
正

定
聚
に
入
ら
な
い
と
、
死
ん
で
か
ら
の
来
世
の
浄
土
往
生
、
必
ず
滅
度

に
至
る
こ
と
は
不
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
肉
身

の
正
定
聚

こ
そ

が
、
私
は
厳
密
な
意
味
で
の

「救
済
」
で
あ
る
と
思
う
。

三

内
在
が
超
越
と
な
る
仕
組

「然
る
に
煩
悩
成
就
の
凡
夫
、
生
死
罪
濁
の
群
繭
、
往
相
廻
向
の
心
行
を
獲

れ
ば
、
即
の
時
に
大
乗
正
定
聚
に
入
る
な
り
、
正
定
聚
に
住
す
る
が
故
に
、

必
ず
滅
度
に
至
る
」

(
証
巻
)

「
本
願

の
名
号
は
正
定

の
業
な

り
」
(
行
巻
)

「
あ

ら
ゆ
る
衆
生
、

そ
の
名
号

を
き
き
て
凸

信
心
歓
喜

せ
ん

こ
と
乃
至

一
念

せ
ん
、
至

心
に
廻
向

し
た
ま
え
り
か

の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、

す
な
わ

ち
往
生
を
え
、
不
退
転
に
住
せ
ん
」
(信
巻
)

「大
願
清
浄
の
報
土
に
は
品
位
階
次
を
い
わ
ず
、

一
念
須
隻
の
頃
に
速
に
と

く
無
上
正
真
道
を
超
証
す
。
故
に
横
超
と
い
う
」

念
仏
の
衆
生
は
横
超
の
金
剛
心
を
き
わ
む
る
が
ゆ
え
に
、
臨
終

一
念
の
夕
大

藥
浬
契
を
超
証
す
L
(信
巻
)

「偶
に
観
彼
世
界
相
勝
過
三
界
道
と
い
え
る
が
ゆ
え
に
。
こ
れ
い
か
ん
が
不

思
議
な
る
や
。
凡
夫
人
の
煩
悩
成
就
せ
る
あ
り
て
、
ま
た
か
の
浄
土
に
生
ず

浄
土
教

に
於
け

る
超
越

と
内
在

の
論
理

(
岡
)
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)

る
こ
と
を
う
れ
ば
、

三
界

の
繋
業
畢
寛
じ
て
ひ
か
ず
。

す
な
わ
ち
こ
れ
煩
悩

を
断
ぜ
ず
し
て
浬
繋
を
う
、

い
つ
く
ん
ぞ
思
議
す

べ
き
や
L

(
証
巻
)

仏

の
根
本
的
願
い
か
ら
恵
ま
れ
た
名
号
に
よ

つ
て
、
煩
脳
成
就

の
凡

夫
は
、

現
世
で
正
定
聚
に
住
し
、
死
後
に
は
滅
度
に
至

つ
て
無
上
正
真

道
を
超
証
す
る
。
臨
終
の

一
念
に
於
て
す
で
に
大
浬
架
を
超
証
す
る
の

で
あ
る
。
浄
土
に
往
生
し
た
者
は
往
生
と
同
時

に

「弥
陀

同
体

の
悟

り
」
を

ひ
ら
く
と
云
は
れ
て
い
る
。
救
は
れ
た
者
が
死
後
、
浄
土
に
往

生
し
て

「
悟
り
」
を
ひ
ら
く
と
云
う
こ
と
は
、
救
は
れ
た
者

へ
の
最
大

の
恵
み

で
は
あ
る
が
、
こ
の
恵
み
は
救
済

(人
間
)
を
は
る
か

「超

へ

た
」
覚
証
の
世
界

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
全
く

救
済
と
は
異
質

の

「
さ
と
り
」
で
あ
る
。
救
済
と
は
人
間
に
か
か
は
る

こ
と
で
あ
り
、
さ
と
り
は
仏
に
か
か
は
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
。

こ
の
救

は
れ
た
人
間
が
完
全
に
解
脱
し
、
覚
悟

し
、
成
仏
す
る

と
云
う
時
点

で
、
人
間
は
再
び
超
越
化
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
に
も
の
べ
た
如

く
、
仏
自
体
が
超
越
者
で
あ
る
こ
と
を
思

へ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

従
来
の
浄
土
真
宗
で
は
、
死
後
の
浄
土
往
生
、
従
つ
て
、
往
生
即
成
仏

ま
で
も
救
済
と
し
て
取
扱
つ
て
い
る
。
救
済
は
現
世
の
人
間
に
か
か
は

る
こ
と
で
あ
り
、
死
後
の
往
生
即
成
仏
以
後
は
救
済
で
は
な
く
、
覚
証

で
あ
る
。
こ
の
点
を
今
少
し
究
明
し
て
み
た
い
。

「
大
浬
葉
を
証

す
る
こ
と
は
願
力

の
廻
向

に
よ
り

て
な
り
」

(
証
巻
)

「
速
に
疾
く
超

え
て
、
す

な
わ
ち
安
楽
国

の
世
界

に
到

る
べ
し
」
(
教
巻
)

「
か
く
の
ご
と
く
、

悪
人
た
だ
十
念

に
よ
つ
て
、

す
な
わ
ち
超
往
を
う
、

あ

に
難

信
に
あ
ら
ず
や
」
(
信
巻
)

「
一
念
須
婁
の
あ
い
だ
、
速
に
疾
く
無
上
正
真
道
を
超
証
す
る
が
故
に
」

(信
巻
)

「
必
ず
大
浬

繋
を
超
証
す

べ
し
」
(
信
巻
)

「
人
天

に
超
過

せ
り
」

(信
巻
)

「往

生
は
す
な
わ
ち
難

思
議
往
生
な
り
」
(
行
巻
)

「
こ

の
信
行
に
よ

つ
て
、

必
ず
大
浬
葉
を
超
証
す
る
が
故

に
、
真
仏
弟

子
と

い
う
」
(
信
巻
)

「か
の
仏
国
は
す
な
わ
ち
こ
れ
畢
寛
成
仏
の
道
路
、
無
上
の
方
便
な
り
」

(証
巻
)

往
生
と
は
大
浬
藥
を
超
証
す
る
こ
と
で
あ
り
、
超
往
で
あ
り
、
…難
思
議

往
生
で
あ
り
、
無
上
正
真
道
を
超
証
す
る
こ
と

で
あ
る
。
浄
土
真
宗
は

世
に
云
う

「
救
済
教
」
で
は
な
く
て
、
究
極
的
に
は
仏
教

の
通
義
で
あ

る

「
覚
証
教
」
で
あ
り
、
「解
脱
教
」
で
あ
る

こ
と
が
明
か
と
な
る
。

浄
土
真
宗
の
最
終
の
目
標
、
理
想
は
浄
土
に
於

て
さ
と
り
仏
に
な
る
こ

と
で
あ
る
。

更
に
、
浄
土
真
宗
で
は
往
生
成
仏
者
は
還
相
廻
向
の
恵
み
に
よ
つ
て

人
間
界
に
還
来
し
、
利
他
教
化
地
の
活
動
に
入
る
。
こ
鼠
で
再
び
超
越

の
内
社
化
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
。
超
越
、
内
在
、

超
越
、
内
在

の
円

環
こ
そ
浄
土
真
宗
の
宗
風
と
云
へ
よ
う
。
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